



















中分解能衛星LAMSAT搭載TM､ ETM+センサが取得した時系列衛星画像(1990年､ 2001年､ 2010年)を解析
した｡ 2010年8月に現地にて植生調査を行った｡画像角噺ではNDVT (正規化植生指数)の闇値設定により植生
域を抽出した接､教師付き分類によって草地を抽出した｡抽出した草地を教師なし分類で劣化に応じた5段
階に分類し､草地分類画像を作成した｡分類草地の面積割合を時系列で比較し､土地利用タイプや主要道路
からの距離との関係を調べ劣化を評価した｡また､分類画像間の差分(2010年-1990年､ 2010年-2001年､
2001年-1990年)を計算し､差分がプラスになる場合を劣化､ 0になる場合を維持､マイナスになる場合を回
復として色分けした劣化分布図を作成し各項目の面積を計算した｡
【結果と考察】
NDVI画像と教師付き分類による草地抽出画像を作成し､抽出した草地を教師なし分類で劣化に対応した5
段階に分類することができた｡ここではClasslからClass5にかけて劣化が進んでいることを示した｡ 5クラ
スの面積割合の変化を調べることで草地劣化状況を評価した｡すると､遊牧区､定住区､保護区､観光地､
耕作地､道路沿いの土地利用方法の違いによる特徴が見られた｡例えば同じ放牧地であっても､遊牧区では
1990年から2010年にかけて割合に変化はほとんどない一方､定住区では2010年にClass4, 5の割合が大きく
増加し､ Class2, 3の割合が大きく減少している｡また特に主要道路沿いでは1990年2000年2010年全てにお
いてClass4,5の割合が大きく､草地劣化が目立った｡大高場であるウランバートル-の通り道であるため､
郊外から移動中の牧民の所有する家畜によって過放牧状態が進行していると考えられる｡主要道路からの距
離によって草地を区分して比較したところ､主要道路から5血までの範囲で尚且つ距離が近いほど劣化した
草地の割合が大きいことがわかった｡劣化分布図からば1990年から2001年､ 2001年から2010年の全てに
おいて対象領域のうち3割近くの草地が劣化とみなされたが､一方で回復とみなされた箇所も多く､結果的
に1990年から2010年までの20年にわたって対象地の4割弱が劣化しているという結果になった｡ 1990年～
2001年と2001年～2010年のいずれにおいても劣化とみなされる草地は3. 6%とわずかであり､劣化している
草地の大部分は短期に集中して劣化していると推測される｡本研究では衛星画像を用いて草地劣化を把握し
たことで､点での調査では見えにくい面的な劣化傾向を示すことができた｡
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